
事業実施主体

関西広域木造建築普及促進協議会(大阪府木連)

写真・図等

背景と目的

対象とするＡ材丸太を原材料とする付加価値の高い木材製品

実施体制・連携グループ

事業内容（利用拡大に向けた具体的な実施項目）

スケジュール ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

【テーマ】木造・木質化事例調査のﾊﾟﾀｰﾝﾗﾝｹﾞｰｼﾞ化並びに都市

での木材普及用資料作成

顔の見える木材での快適空間づくり事業

【背景】
・昨年度の当事業調査により木材利用のメリットと課題が明らかになった。
【目的】
・都市部での木造・木質化についてはﾄﾗｲ&ｴﾗｰの状況下にあり、ﾁｬﾚﾝｼﾞ

とノウハウの蓄積が必要なため、具体事例を木造・木質のﾊﾟｰﾂ別に「防
火等の建築規制」、「持続可能な木材調達」、「ｺｽﾄ」の視点から解析する。

〇木製サッシ(1)
○天井(2)
○壁(3)、床(4)
○木壁(5)、木質ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ(6)、木扉(7)

⇒A材丸太を原材料とする上記商品等をﾊﾟﾀｰﾝﾗﾝｹﾞｰｼﾞ化し、資料の
作成、木質化と商業施設売上額との相関の数値化等を行い、木材
普及につなげていく。

①ﾀｰｹﾞｯﾄの設定及び木造・木質化調査によるﾊﾟﾀｰﾝﾗﾝｹﾞｰｼﾞ化・ｱﾝｹｰト調
査・ﾋｱﾘﾝｸﾞの実施による事例の詳細分析
②都市での木材普及のための資料を作成
③普及のためのシンポジウム開催

〇実施 関西広域木造建築普及促進協議会(事務局 大阪府木材連合会)
○オブザーバー 近畿中国森林管理局、近畿地方整備局
○調査連携機関 大阪府建築士会(アンケートほか)
○座長 五十田教授(京都大学)
○委員 桜設計集団(安井昇氏)、アーク不動産株式会社(今井邦夫氏)、近畿不動
産鑑定士協会連合会(倉田智史氏)、独立行政法人住宅金融支援機構(水野将司
氏)、株式会社竹中工務店(藤村雅彦氏)、日経BP社(小原隆氏)、住友林業株式会
社(宮本篤実氏)、株式会社紅中(吉良靖男氏)他 (ヒアリングも実施)  〔予定〕

【ﾀｰｹﾞｯﾄの設定】

※今後更なる需要

が期待される要素

を設定

・都市の木造・木質

化建築物

・都市の木壁等

【ﾊﾟﾀｰﾝﾗﾝｹﾞｰｼﾞ化】

※要素別に、設計ﾊﾟﾀｰﾝ、

防火等法規制、木材調達、

川上側への還元、ｺｽﾄ等の

視点から事例を分析、整理

・建築要素：ｻｯｼ、壁、天井、木塀、

木製サイディング、床、木壁等

【ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ】

※都市での木材普及のための

資料、カタログ等作成

木質化と売上額の相関性の

数値化

<ｲﾒｰｼﾞ>

・商品別に ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ・訴求力

のある空間のための設計・調達

手法を整理

【調査方法】アンケート・文献調査で抽出し、深堀り
・大阪府建築士会・木造・木質化設計者へのｱﾝｹｰﾄ
・ヒアリング

普及を年頭に、特にｻｯｼなど「規格
化」が期待できる工業製品に特に注
力して調査・分析、数値化を行う

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ開催
ﾀｰｹﾞｯﾄ設定・検討委

員会検討・確定 ｱﾝｹｰﾄ・文献調査・ﾋｱﾘﾝｸﾞ 結果取りまとめ・都市での木材普及資料作成要素別にﾊﾟﾀｰﾝﾗﾝｹﾞｰｼﾞ化

↑木製サッシ(1)

↑天井(2) ↑壁(3)
↑床(4)

↑木壁(5)

木質ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ(6)→ ←木扉(7)
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